
News Release 

Principal members of HSBC in Japan are:  

The Hongkong and Shanghai Banking Corporation Limited 

HSBC Securities (Japan) Limited 

HSBC Global Asset Management (Japan) K.K. 
 

 
 
 2020 年 10 月 30 日 

 

HSBC投信、日本で初となる 

米国株式に ESG要素を取り入れたインデックスファンドを 

個人投資家向けに設定 

 

HSBC投信株式会社は、「HSBC ESG米国株式インデックスファンド」を 11月 27日に設定することを

発表しました。 

 

近年、ESG投資は、機関投資家のみならず個人投資家からも注目されており、ESG に着目した投資信

託の人気が高まっていますが、ESG要素を取り入れた米国株式のインデックスファンドは日本初となります。

販売は、株式会社SBI 証券が 11 月 17 日から開始します。今後、取扱販売会社の拡大を予定してい

ます。 

 

当ファンドは、ファンド名のとおり「米国株式」、「ESG」、「インデックス」の 3 本の柱があります。まさに、これら

3 本の柱により、高い成長を続ける「米国株式」に「ESG」要素を加えることで持続可能な成長への投資を

可能とし、さらに「インデックス」運用により低コストを実現しました。 

 

米国は、幾度となく危機を経験しながらも、技術革新や新たなビジネスモデルが世界をリードする原動力と

なり、株式市場もまた成長を続けています。そして、成長を続ける企業は、ESG（環境、社会、ガバナン

ス）に配慮した経営を行っており、技術革新や生産性向上、事業リスクの軽減が企業価値の向上に繋 

がっています。当ファンドは、ESG への取組みを考慮し、構成銘柄および組入比率を決定する FTSE 

USA ESG Low Carbon Select Index（円換算ベース）に連動することを目指すインデックス運用を

行うため、一般的な投資信託より低い信託報酬率となっています。 

 

運用を行う HSBC グローバル・アセット・マネジメントは、ESG投資において約 20年の経験を有するパイ

オニアです。また、HSBC は、ユーロマネー誌の「2020 年アワード・フォー・エクセレンス」において、持続可能

な経済活動への投資や社会問題の改善に向けた金融面での取り組みが評価され、サステイナブル・ファイ

ナンス部門で昨年に続き 2年連続で「ワールド・ベスト・バンク」に選出されました。 

 

HSBC投信は、今後もお客様の需要に応じた投資信託やサービスをご提供して参ります。  
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ファンドの特色 

 

 

 
分配方針 

 
 

市場動向やファンドの資金動向等によっては、上記のような運用ができないことがあります。 
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当ファンドの 3本の柱 

 

 米国は幾度となく危機を経験しながらも、技術革新や新たなビジネスモデルが世界をリードする
原動力となり、株式市場もまた成長を続けています。 
 

 
 

データ等は過去の実績あるいは予想を示したものであり、将来の成果を示唆するものではありません。市況動向やファンドの資金動向等に 

よっては、上記のような運用ができないことがあります。 

 

 成長を続ける企業は、ESG に配慮した経営を行っており、技術革新や生産性向上、事業リスク
の軽減が企業価値の向上に繋がっています。ESG の取組みが、企業価値向上と投資促進の
両面から、長期的な投資リターンの向上に貢献すると期待されます。 
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 当ファンドは、指数に連動する投資成果を目指すインデックスファンドの中でも、低コスト運用を実
現しています。また、国内公募投資信託における米国株式インデックスファンド、ESG株式インデ
ックスファンドそれぞれの平均信託報酬率と比べても、半分以下の水準です。 
 

 
 
データ等は過去の実績あるいは予想を示したものであり、将来の成果を示唆するものではありません。市況動向やファンドの
資金動向等によっては、上記のような運用ができないことがあります。 

 

当ファンドの費用 
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注記： 
HSBC グループ 
HSBC グループの持株会社である HSBC ホールディングス plc は英国・ロンドンに本部を置いています。HSBC グループ
は、ヨーロッパ、アジア・太平洋、南北アメリカ、中東、北アフリカにまたがる 64 の国と地域でお客様にサービスを提供し、2 
兆 9,230 億米ドル（2020 年 6 月末現在）の総資産を持つ、世界有数の金融グループです。 
 
HSBC グローバル・アセット・マネジメント 
HSBC投信株式会社が属する HSBC グローバル・アセット・マネジメントは、個人・事業法人・機関投資家に投資ソリューシ
ョンを提供する、HSBC グループにおける資産運用部門の総称です。HSBC グローバル・アセット・マネジメントは 25 の国と
地域に拠点を持ち、それぞれのマーケットを深く理解している国際的なネットワークを活かして、お客さまにグローバルな投資機
会を提供しています。HSBC グローバル・アセット・マネジメント全体の運用資産は約 5,250 億米ドル（2020 年 6 月末
現在）です。 
 
関連するファンドに関わる事項 
投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象としており、当該資産の市場における取引価
格の変動や為替の変動等により、基準価額が変動し損失が生じる可能性があります。従いまして、投資元本が保証されて
いるものではありません。投資信託は、預金または保険契約ではなく、預金保険機構または保険契約者保護機構の保護の
対象ではありません。また、登録金融機関でご購入の投資信託は、投資者保護基金の保護の対象ではありません。購入の
申込みにあたりましては「投資信託説明書（交付目論見書）」および「契約締結前交付書面（目論見書補完書面
等）」を販売会社からお受け取りの上、十分にその内容をご確認いただき、ご自身でご判断ください。 
 
当ファンドの主なリスク 
当ファンドは、主に値動きのある有価証券を実質的な投資対象としますので、組入有価証券の価格変動あるいは外国為
替の相場変動次第では、当ファンドの基準価額が下落し、投資者の皆さまの投資元本を割り込むことがあります。当ファンド
の運用による損益はすべて投資者の皆さまに帰属します。当ファンドの主なリスクには、①株価変動リスク、②信用リスク、③
為替変動リスク、④流動性リスク、⑤カントリーリスク等があります。ただし、基準価額の変動要因は、これらに限定されるもの
ではありません。 

 

＜当資料のお取扱いにおけるご注意事項＞ 
当資料は、HSBC投信株式会社（以下、当社）が情報提供を行う目的で作成したものであり、法令に基づく開示資料で
はありません。当資料は信頼に足ると判断する情報に基づき作成していますが、その正確性を保証するものではありません。ま
た、当社は、当資料に含まれている情報について更新する義務を一切負いません。 
 

以上 
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